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第 3図古橋出土遺物
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番号 器種 器形 口径 底径 器局 色調 胎土 焼成 その他

1陶質土器 護 16. 9 24 黄灰色 石粒を含み砂質 長好 最大径23.3
2陶費土器 情-ョ-a&、苛.ーa・p 14.3 16.7 黄灰色 黒色粒を含み砂質 やや甘い 最大径19.6 
3絢質土器系 無頚壷 10. 5 16. 6 暗青灰色 花商岩系石粒を含む やや甘い 長方形把手

4陶質土器 コップ形 9.8 9.6 灰黒色 長石を含み砂留 良好 偏平把手

5陶質土器 小型壷 8.6 4.7 7.5 暗青灰色 黒色粒を含む やや甘い 最大径10.2
6陶質土器 小型柑 7. 7 4.5 7黄黒色 長石を多く含む 良好 平底

7陶質土器系 台杯小壷 81 6.4 7.2 灰黄黒色 若干の長石を含む やや甘い 把手が付く

8陶質土器 両杯 6.9 4.2 6.2 灰黄黒色 若干の長石を含む やや甘い 3方向に把手

9須恵器 杯 8.9 2.3 暗青灰色 黒色粒を含む 良好

10 須恵器 杯 9.9 3.4 黄灰色 花崩岩系石粒を含む 良好 底面未調整

11 須惑器 杯 11. 9 3. 4 黄灰色 花謁岩系石粒を含む 良好 底面ナヂ

12 須恵器 品杯 12. 6 8.9 8.8 暗紫灰色 長石を含みやや砂質 やや甘い

13 須恵器 高杯 12 10 17. 9 灰黒色 花街岩系石粒を含む 良好 自然紬

14 須恵器 両杯 11. 3 青灰色 黒色粒を多く含む 良好

15 須恵器 局杯 11 10.3 10.2 黄灰色 長石を多く含む 甘い

16 須恵器 玄τ三Ir 14 22. 1 灰白色 花崩岩系石粒を含む 甘い 最大径20.2 
17 須恵器 短頚壷 8.8 10. 5 17 培灰色 長石を含みやや砂質 良好

18 須態器 短頚壷 6.8 8.3 灰黒色 花街岩系石粒を含む 良好 底面に赤色顔料

19 須恵器 短頚壷 9 5.4 黄灰色 長石を含む やや甘い 底部未調整

21 須恵器 平瓶 黒青色 花街岩系石粒を含む 良好 胴径14.0

表 l 遺物観察地表 単位 cm 

一トが存在した一つの証と評価する方法である。日本

海を媒体とした文明交流圏が形成され、想像以上の人

や物質の交流が存在したとされる。しかし、日本海地

域における掬質土器などの朝鮮半島の遺物は必ずしも

多く確認されておらず、この考え方からのみでは資料

の特異性は拭いきれない。

第 2の解釈は、古橋地区における製鉄の開始と結び

付けて考える方法である。 6世紀後半から 7世紀、列

島内において本格的に製鉄が開始される背景には、朝

鮮半島諸国からの技術導入が不可欠であったとされる。

今回の資料はまさにその段階、古橋東遺跡の形成と開

時期であり、その生産の開始にあたって朝鮮半島から

の技術の導入がなされた事実を示すものと理解でき る

のである。

ただし、この 2つの解釈は必ずしも相対する考え方

ではない点を確認しておきたい。すなわち初期の製鉄

地帯である北九州・ 吉備・丹後はいずれも伝統的に対

外交渉の窓口であったと考えられる地域であり、こう

した伝統性が製鉄技術の本格導入に何らかの影響を与

えた点、は想像に難くない。従って、古橋地区において

文明交流圏としての伝統性の上に製鉄技術が導入され

たと考えることは自然な方法であり、そうした 2面性

の中で今回紹介した資料を評価することこそ必要であ

ろう。

さらに、周辺の遺跡においては高丹町高丹南遺跡に

おいては、 6世紀後半から7世紀前半にかけての段階

に、渡来系の住居とされる大壁住居が確認されている。

高丹南遺跡は碧玉製品の工房や鍛冶工房など特殊な性

格を併せ持つ遺跡で、広域の流通体制の一端に位置す

る遺跡である③。こうした伝統的な流通体制が古橋地

区の 7世紀前半代における製鉄技術・陶質土器の導入

の前提になったであろう点も無視できないのである。

以上、敦賀郷土博物館所有の古橋出土の資料を紹介

しつつその問題点に触れてみた。そこには、日本海文

明交流圏、列島内における製鉄の開始、 5世紀的流通

体制など、 重要な問題が複雑に関連する一端が見いだ

せた。問題の解決には至らなかったが、 2次的な資料

として今まで多くは注目されなかった遺物群にも、吉

代国家形成期における重要な問題が内包されている点

を強調して結びとしておきたい。(細川 修平)
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